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要旨　文化財の保全は財政難にあえぐ自治体にとって、悩ましい問題である。地方創生の
時代を迎えて、文化財の積極的な活用を通じた「観光資源」の掘り起こしが提言されてい
る。文化財を用いた「観光立国化」に向けて、文化庁は平成27年度より「日本遺産」の
認定を進め、日本遺産魅力推進事業を推進している。同事業では点在している個々の文化
財を、そこに共通する歴史や文化を語る「ストーリー」を通じてパッケージ化し、積極的
な文化財の活用を図ることで、新たな観光客や訪問者の回遊性ある行動を促し、地域の活
性化に結びつけることをめざすものである。本稿は、負の側面が強い地域の歴史的資源の
活用法を見直すことによって、地方創生時代の新たな「まちづくり」のモデルを提唱する
佐倉市の文化財行政の意義を明らかにするものである。
　　〔キーワード：地方創生・文化財行政・日本遺産・観光資源・観光立国〕
はじめに
　歴史的建造物や美術工芸品、祭礼などの民俗行事など多岐に渡る文化財をとりまく状況
は近年大きく変わりつつある。「保存・保護」を第一とする時代から、国民の共有財産と
して「整備・公開」を進める時代を経て、現在はさらに一歩進んだ積極的な「活用」が求
められる時代となってきている。
　文化財の保存・修復はこれまで、補助金をはじめとする公的資金を頼りに行われてきた
が、これを負担する国や自治体が財政的に非常に厳しい状態に置かれている。これまでの
仕組みでは文化財の保存・修復が困難になっていくことが、積極的な「活用」が求められ
る背景として挙げられる。文化財の修復や維持には、歴史的な技法・素材を必要とするた
め、膨大なコストがかかってしまう。これらは、文化財を次世代に継承していくために必
要なことではあるが、文化財自らが維持・修復にかかるコストを補う仕組みを作り出す必
要に迫られている。
　こうした状況を文化財の積極的な活用により、改めようとする動きが見られる。2010年
（平成22）には、世界的に日本の歴史・文化・伝統が注目される中、それを現代に伝える
文化財の活用を通じて、文化財を「観光資源」として活用する提言がなされている1）。さ
らに、2013年に、東京が2020年のオリンピック・パラリンピック開催都市に決定した後は、
さらに世界へ向けた情報発信を行い、外国人観光客を呼び込み、日本の歴史・文化・伝統
を活かした「観光立国」を果たすことが叫ばれている2）。
　これを具体化していくために、文化庁は、平成27年度より「日本遺産」の認定を進め、
日本遺産魅力推進事業を現在展開している。「日本遺産」は点在している文化財を、それ
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ぞれに共通する歴史・文化を語る「ストーリー」を通じてパッケージ化し、積極的な文化
財の活用を図ることで地域の活性化につなげようとするものである。平成28年 4月には、
佐倉市、成田市、香取市、銚子市を含む「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の町並
み」が千葉県で初めての日本遺産に認定された。佐倉市も佐倉城を中心とする城下町とし
ての特色を活かした文化財の活用が見込まれている。
　積極的な文化財の活用について、文化財自体も様々な種類があるために、様々な方向性
からその方策を考えることができるが、本稿では、佐倉市の地方創生戦略を踏まえたうえ
で、「日本遺産」とそのストーリーを構成する文化財の活用と佐倉市が取り組んできた具
体的な事例から問題提起を行いたい。そして、こうした状況の中で地域の活性化につなげ
ていくために、どのような方策を取る必要があるのか、今後の文化財行政はどのようにあ
るべきなのか、といった課題に対するアプローチの一端を示したいと思う。
1 . 佐倉市の地方創生戦略
　佐倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、佐倉市創生戦略）は、佐倉市総合計画
の将来都市像「歴史自然文化のまち～「佐倉」への思いをかたちに～」の実現をめざす「ア
クションプログラム」と位置づけられている。佐倉市創生戦略のねらいは、現状の佐倉市
における市民のライフステージ、多様な地域性及び豊富な資源に着目し、人口の好転をめ
ざした取り組みを進めるものである。
　佐倉市は「中心市街地」・「住宅市街地」・「工業地域」・「農業・自然地域」の 4つの地域
から構成されており、その一つである「中心市街地」の佐倉地域には歴史性の高い資源が
維持されてきた。佐倉市創生戦略では、こうした歴史的な資源の強みに着目して、「歴史・
自然・文化を基軸とした協力・連携により新たな交流や価値等を生み出す取り組み」を重
点施策の基本方針に据えている。これによって、「歴史・自然・文化」を基軸とした新た
な地域の特産品やイベント、ライフスタイルの創造につなげていくことをめざしている。
　この基本方針に沿って、佐倉市創生戦略は 4つの基本目標のなかに、基本目標 2「佐倉
の魅力を発信し、新しい「ひと」の流れをつくります」を定めた。この基本目標を実現す
るために、シティプロモーションの推進、観光客誘致のための取り組みの実施、及び歴史
的文化遺産を活かした来訪者の増加などを展開することにした。まず、シティプロモーショ
ンの推進は、市の知名度を高めるとともに、市内外のターゲットに向けた効果的かつ戦略
的な情報発信に取り組む内容である。具体的には、映画の舞台地やテレビ番組のロケーショ
ンを受け入れられるように、各種メディアへの積極的な売り込みを図り、佐倉のイメージ
アップとブランド力の強化に努めることを進めている。
　次に、観光客誘致のための取り組みの実施では、佐倉市の「時代まつり」や「佐倉城址
のさくら」へのイベントへの来場者数増加を図るために、宣伝物の掲示配布や各種メディ
アを活用した観光情報を発信していくものである。さらに、詳細は後述するが、佐倉市域
は江戸時代の徳川幕藩体制のもとで、有力な譜代大名を藩主に迎え、将軍のいる江戸を守
る要衝として位置づけられた。城下町佐倉藩を母体とする佐倉市は周辺地域と比較しても、
歴史文化遺産が豊富に存在している。佐倉市は城下町として発展したこともあり、中心市
街地には武家屋敷が立ち並び、また徳川幕府で重職に就いた堀田氏の屋敷を庭園として整
理したり、さらに当時の最先端の医学教育と実践を担った蘭方医学塾兼診療所の「佐倉順
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天堂」などが記念館として保存されている。
　こうした歴史的な資源と、佐倉ふるさと広場、草ぶえの丘、サンセットヒルズなどの印
旛沼周辺地域の観光施設と連携させて、来場者の回遊性を高めていきながら、佐倉の魅力
を高め、新しい「ひと」の流れを作っていくことをめざしているわけである。
2 . 佐倉市の沿革・概要
　佐倉市は、人口は約17万 6千人で、千葉県の北部、下総台地の中央部に位置し、都心か
ら約40キロの距離がある。成田国際空港へは東に約15キロ、千葉市へは南西に約20キロ、
市の北部には印旛沼が広がっている。
　市内には、古くより人が集住した痕跡が見つかっており、縄文時代の集落跡で環状盛土
が特徴的な「井野長割遺跡」（国指定史跡）をはじめとする原始・古代の史跡が多く確認
されている。中世には、鎌倉幕府の成立にともない勢力を伸ばした千葉氏の支配下に置か
れた。戦国時代になると千葉氏は分裂し、下総千葉氏の本拠地として「本佐倉城」（国指
定史跡）が築城された。
　1610年（慶長15）に土井利勝が佐倉の領主となり、その翌年から佐倉城の築城が開始さ
れ、城下町が整備される。佐倉城は江戸を守る要衝の一つとして数えられ、幕府の中枢を
担った有力な譜代大名が城主を務めた。こうした近世の佐倉は、城下町として発展を遂げ、
「佐倉城跡」や「武家屋敷」をはじめ、その名残を色濃く示す文化財が現在も残っている。
　また幕末の藩主であった堀田正睦は蘭学を奨励し、藩校である成徳書院には多くの蘭学
（洋学）関係資料があり、現在では「鹿山文庫関係資料」（千葉県指定文化財）として現
在の千葉県立佐倉高等学校に所蔵されている。また、江戸からは当時著名な蘭学医であっ
た佐藤泰然が移住し蘭医学塾兼診療所の「順天堂」を開くなど、佐倉は蘭学の先進地とし
ても栄えた。堀田正睦をはじめ堀田氏が多くの藩主を務め明治維新を迎えている。
　維新後、佐倉城には陸軍歩兵第二連隊が入営することとなり、城の建物は順次取り壊さ
れていった。当時の佐倉は、兵隊を抱える連隊の町としてにぎわいを見せ、連隊の兵士向
けの商店が多く立ち並んでいた。ちなみに、正睦の嫡子で最後の藩主となった正倫は、廃
【写真 1】　「旧堀田家住宅」（国重要文化財）
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藩置県後に東京へ移住していたが、華族の地方移住が認められるようになると、旧領の佐
倉に戻った。このとき建てられた邸宅・庭園が、【写真 1】「旧堀田家住宅」（国重要文化財）、
「旧堀田正倫庭園」（国指定名勝）で、正倫はここを本邸とし教育・農業の振興に尽力した。
戦後、1954年に佐倉町、臼井町、志津村、根郷村、弥富村、和田村が合併し佐倉市が誕生
した。翌年には、旭村（現四街道市）から馬渡が編入、1957年には、四街道町（現四街道
市）から畔田、生谷、吉見、飯重、羽鳥が編入され、現在の市域が形成されていった。連
隊が置かれた佐倉城跡は、城址公園として整備され、1983年には国立歴史民俗博物館が開
館している。そして、現在の佐倉市では「歴史　自然　文化のまち」としての将来都市像
を掲げたまちづくりが進められている。
3 . これまでの文化財をとりまく状況について
（1）佐倉市を事例に
　こうした歴史背景を持つ佐倉市では、どのように文化財行政が進められたのかを、簡単
に取り上げていく。
　現在の文化財行政の根幹をなしているのは、1950年（昭和25）に施行された「文化財保
護法」である。この法律をもとに、各都道府県、市町村において文化財保護条例等が制定
され、文化財行政のしくみが整えられていった。千葉県では1955年（昭和30）に千葉県文
化財保護条例が制定され、佐倉市では1960年に佐倉市文化財保護条例が制定されている。
　文化財保護法、条例が制定されてまもなくは、各地の文化財の把握が進められていった。
この背景には大戦の混乱を経て、各種の開発が進められていくなかで、文化財がどのよう
な状況にあるのかを把握し、その保護に努める狙いがあったものと考えられる。佐倉市で
は、佐倉城跡をはじめ、昭和30年代～50年代にかけて多くの文化財が市の指定文化財となっ
ている3）。
　よって、この時期の文化財行政が主眼としたのは、文化財の把握と保存・保護であり、
これに伴って専門家による調査・研究が進められていったと言える。こうして「発見」さ
れていった文化財（主に史跡、建造物など）は、保存・保護のための修復整備が進められ、
さらに一般に「公開」されるようになっていった。佐倉市では、昭和の終わりから平成の
初めにかけて史跡・歴史的建造物の整備・公開が順次進められていった。
　1985年（昭和60）に、「佐倉順天堂記念館」が開館している。佐倉順天堂は、1843年（天
保14）に江戸より佐倉へ移住した佐藤泰然が開いた蘭医学塾兼診療所で、1858年（安政 5）
に記念館がある場所に移転し、当時の建物の一部が残っている。「順天堂」の起源となる
場所であり、昭和50年に千葉県指定史跡「旧佐倉順天堂」となっている。現在記念館では、
幕末・明治に行われていた医学教育と医療の実践に関連する資料を展示しその歴史を今に
伝えている。
202
人文公共学研究論集　第 36号
　さらに、「旧河原家住宅」（千葉県指定文化財）が1990年（平成 2）、【写真 2】「旧但馬
家住宅」（佐倉市指定文化財）が1992年（平成 4）、「旧武居家住宅」（国登録有形文化財）
が1997年（平成 8）に整備・公開され、現在公開されている武家屋敷三棟が順次整備公開
されていった。旧河原家住宅と旧武居家住宅は、旧但馬家住宅と同じ武家地にあった屋敷
であるが、この時の整備に伴い現在地に移築された。この移築により、三棟の武家屋敷が
立ち並ぶこととなり、藩が定めた居住の制に合致する「大屋敷」「中屋敷」「小屋敷」をそ
れぞれ細かなところまで見学することができるようになった。
　その後、2000年（平成11）には、「旧堀田家住宅」の保存整備工事が終了し一般公開さ
れた4）。旧堀田家住宅は、最後の佐倉藩主となった堀田正倫が、明治中期の1890年（明治
23）に建築した邸宅である。旧大名家の気風を今に残す和風邸宅で、2006年（平成18）に
国の重要文化財に指定されている。邸宅とともに庭園も残っており、旧大名家の邸宅と庭
園がともに残る全国的にも希少な事例として挙げられ、2015年（平成27）に庭園が国の名
勝に指定され現在に至っている。
（2）文化財行政に対する批判から
　このように、昭和の終わりから平成のはじめにかけて、整備工事を終えた佐倉市内の主
要な文化財施設が一般公開されるようになっていった。整備工事終了後も、維持のための
修復工事が行われている。
　これまでの日本における文化財行政で、しばしば批判の対象となるのは、大きく分ける
と 2点ある。一つは、文化財の修復に補助金などの公的資金を投入する一方で、国や自治
体が財政的に厳しい中、コストばかりがかかってしまう文化財に公的資金を使う意義・必
要性がいかほどかということ。もう一つは、公的資金が投入され、維持・保存されている
はずの文化財が、学芸員や大学教授といった一部の“専門家”しかアクセスできない、あ
るいは、その目線からしか紹介がなされていないということである5）。
　文化財の修復には、現在通常は行われていない歴史的な技法、流通していない原材料を
必要とすることに加え、こういった技術を継承する担い手が不足しているために、通常の
工事よりもどうしてもコストがかかってしまう。例えば、佐倉市で管理・公開している武
【写真 2】　旧但馬家住宅（佐倉市指定文化財）
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家屋敷 3棟のうち 2棟（旧河原家住宅、旧但馬家住宅）は、当初建てられた姿を保つため
茅葺屋根となっている。旧但馬家住宅は、平成25年度に茅葺屋根の全面葺き替え工事を行っ
た。この修復工事では約1200万円の費用がかかっている。
　コストの削減について、後継者の育成など、文化財の修復に携わる業界における改善に
ついても提言があり6）、文化財修復の現場が、自らの在り方を見直し補助金等の公的資金
に頼ることなく経済的に自立していくことも求められている。行政の立場から考慮すべき
は、実際にかかってしまう経費をどのように別の方法で補っていくのかということ、ある
いは、文化財の修復が“意義ある投資”として共通理解が得られるようにその価値と魅力
を発信し知ってもらうことの 2点にまず絞られるだろう。
　これらの点と、文化財は国民共有の財産であるはずなのに、一部の“専門家”だけのも
のになってしまっているという批判を解決していく方法として、注目されているのが「日
本遺産」である。この「日本遺産」の事業は、文化財を「保存」し「公開」していくこと
が求められる時期を経て、積極的な「活用」が求められる時期へとなっていることを踏ま
えたものである。専門家目線による解説、キャプション、ガイドではなく、様々な来館者
の目線に立ち、より魅力的な文化財として紹介できるか、さらには新たなサービスを提供
していけるかがカギとなる。
4 . 新たな文化財活用の可能性―「日本遺産」
（1）「日本遺産」とは何か？
　「日本遺産」は、こうした状況を受けて、文化庁が平成27年度より認定を開始したもの
である。従来の文化財行政では、個々の遺産を「点」として指定・保存しており、地域の
魅力が十分に伝わらない「保存」重視の取り組みであった。これに対し、日本遺産は、点
在する遺産を「面」として活用・発信しパッケージ化した文化財群を一体的にPRし、地
域のブランド化、アイデンティティの再確認を促進する「活用」重視の取り組みとして位
置づけられている。
　認定の対象となるのは、個々の文化財ではなく、地域の歴史的魅力・特色を通じて日本
の文化・伝統を語る「ストーリー」が対象となっている。「ストーリー」は、文化財その
ものではなく、複数の文化財に共通する歴史・文化的な背景を一つにまとめたパッケージ、
コンセプトとして捉えることができる。いわば文化財版の“クールジャパン戦略”とも位
置づけられ、文化庁は東京オリンピック・パラリンピックが行われる2020年までに100件
程度を認定し、数を絞ってブランド化を図ることを目指している。平成27年度に18件、平
成28年度に19件、平成29年度に17件が認定され、現在、計54件のストーリーが認定されて
いる。
　ストーリーには大きく分けて「地域型」「シリアル型」の 2種類のストーリーがある。「地
域型」は、単一の市町村内でストーリーが完結するもので、歴史文化基本構想を策定して
いるか、世界文化遺産（暫定・候補も可）になっている市町村が条件となっている。「シ
リアル型」は、複数の市町村にまたがってストーリーが展開するもので、未指定の文化財
を含めることができるが、少なくとも 1つは国指定・選択文化財を構成文化財の中に含め
る必要がある。
　日本遺産の評価について、文化財の羅列になっているだけのストーリーでは評価されず、
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知名度が高く、多くの指定文化財がある地域であっても落選するケースもあったという。
審査員は、文化遺産や観光の専門家だけでなく、漫画家、脚本家、外国人有識者などの多
岐の分野にわたり、従来の文化財指定とは異なる体制となっている。外国人観光客へ情報
を発信し呼び込むことができるか、構成文化財を活かし、地域の魅力を十分に伝える内容
や将来像があるか、地域活性化の推進が可能な体制が整備されているかなどが審査の基準
となっている。
（2）「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み」について
　こうした中、平成29年 6月現在、「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み」
は千葉県唯一の日本遺産となっている。「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み」
は、佐倉市、成田市、香取市、銚子市と千葉県が申請し、平成28年 4月に認定されたシリ
アル型の日本遺産である。
　ストーリーの概要を文化庁ホームページにある各ストーリーの詳細7）より引用すると次
のとおりである。
　北総地域は、百万都市江戸に隣接し、関東平野と豊かな漁場の太平洋を背景に、利
根川東遷により発達した水運と江戸に続く街道を利用して江戸に東国の物産を供給
し、江戸のくらしや経済を支えた。こうした中、江戸文化を取り入れることにより、
城下町の佐倉、成田山の門前町成田、利根水運の河岸、香取神宮の参道の起点の佐原、
漁港・港町、そして磯巡りの観光客で賑わった銚子という 4つの特色ある都市が発展
した。
　これら四都市では、江戸庶民も訪れた 4種の町並みや風景が残り、今も東京近郊に
ありながら江戸情緒を体感することができる。
　　　成田空港からも近いこれらの都市は、世界から一番近い「江戸」といえる。
　この概要にある通り、佐倉、成田、佐原、銚子は江戸時代を通じて、江戸の文化の影響
を大きく受けるとともに、政治・経済の面でも強い結びつきがあった。佐倉道（成田街道）
と利根川の水運という江戸につながる 2つの道により、この四都市はそれぞれに独自の発
展を遂げていったのである。「北総四都市江戸紀行」は、四都市それぞれの特色を示し、
かつての江戸の面影を残す文化財がストーリーに含まれていること、そして成田国際空港
からも近く、国外からのアクセスに恵まれていることが評価されたものと考える。
　成田、佐原、銚子でストーリーに含まれている構成文化財の主なものは、次の通りであ
る。門前町として発展した成田では、現在も多くの参詣客でにぎわう成田山新勝寺とその
門前の町並み、成田祇園祭、宗吾霊堂がストーリーを構成する文化財に含まれている。商
家の町佐原では、「山・鉾・屋台行事」の一つとしてユネスコ無形文化遺産に登録された
佐原の山車行事やその町並み、伊能忠敬旧宅とその関係資料に加え、古代から広く人々に
信仰された香取神宮が構成文化財となっている。港町銚子では、銚子外川の町並み、江戸
の食文化を花開かせた銚子の醤油醸造、屏風ケ浦や犬岩に代表される銚子の磯巡りといっ
た文化財がストーリーを構成している。
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（3）城下町佐倉の位置づけ
　これらの 3都市の構成文化財に加え、城下町佐倉ではどのような文化財がストーリーの
中に含まれているのか、その特色とともに紹介したい。
　まず、政治・軍事の面で江戸を支えた佐倉の特色を示す構成文化財が、「佐倉城跡」と「佐
倉の武家屋敷群」である。佐倉城は、江戸の東を守る要として1611年（慶長16）の土井利
勝による築城以降、幕府の要職を務めた有力な譜代大名が城主を務めた。堅牢な城構えは
「日本三城の内と云伝ル」と当時の記録8）にも評され、日本100名城の一つにも選定され
ている。ストーリーのガイダンス施設として国立歴史民俗博物館も城跡内に位置している
のが大きな特徴の一つとなっている。「佐倉の武家屋敷群」は先述の通り、現在、三棟の
屋敷が整備・公開され、当時の藩士の住環境を具体的に示している。
　江戸につながる佐倉道（成田街道）は、城下町をほぼ東西にはしり、防衛のためクラン
ク状に屈曲しており、現在も「佐倉道（成田街道）の道標」をはじめとする昔ながらの道
標、道筋、区割りや建築物が残されている。この町並みとともに、秋に行われる「城下町
佐倉の祭礼」も構成文化財の一つとなっている。この祭礼では、麻賀多神社の神輿の渡御、
江戸型山車・御神酒所の引き廻し、佐倉囃子の演奏などで盛り上がりを見せ、350年以上
の長い歴史を持つ。江戸の祭礼文化を脈々と受け継いだもので、江戸の趣きを感じる町並
み・文化が城下町佐倉に残っているといえる。
　また、佐倉は蘭学の先進地でもあった。これに関わる構成文化財として、「鹿山文庫関
係資料」「旧佐倉順天堂」がある。「鹿山文庫関係資料」は、質・量ともに他藩を凌ぐ蘭学
関係資料であり、多くの藩士がこれを学んだ。さらに、蘭医学者として名を馳せていた佐
藤泰然が開いた順天堂は、佐藤尚中をはじめとする日本の近代医学を支えた多くの人材を
輩出した。「旧佐倉順天堂」は佐倉の蘭学の象徴でもあり、日本の近代医学発祥の地の一
つとなっている。
　これらの城下町佐倉の歴史・文化を支えたのが、 8人の城主を輩出した堀田家である。
正睦の子で最後の佐倉藩主となった正倫の邸宅・庭園である「旧堀田家住宅」「旧堀田正
倫庭園」に加え、堀田家菩提寺の甚大寺にある「堀田正俊・正睦・正倫墓所」も構成文化
財に数えられている。墓所内には、正倫はじめ旧藩士たちによって建立された正睦の追遠
碑もあり、明治維新以後、現在に至るまで、堀田家が城下町佐倉という地域を象徴する存
在として当時の人々に親しまれたことがわかる。
（4）「北総四都市江戸紀行」の取り組み
　「北総四都市江戸紀行」のストーリーとその構成文化財について概観したが、「日本遺産」
として文化財を活用する中で、どのような取り組みがなされてきたのかについて触れてみ
たいと思う。
　まず、県と四市の教育長、観光振興関連の部長、歴博館長、県観光物産協会会長らが委
員となり「日本遺産北総四都市江戸紀行活用協議会」が認定後に結成された。この協議会
が主体となり、文化庁からの補助金などを活用し「日本遺産魅力発信推進事業」を実施し
ている。
　次に、この「日本遺産魅力発信推進事業」で活用協議会が行っている取り組みの主なも
のを紹介する。初年度にあたる平成28年度には、四都市共通のPR、日本遺産自体のブラ
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ンド力を高める取り組みのなかで、情報発信のもととなる媒体の作成・整備が主となった。
例えば、「北総四都市江戸紀行」を紹介するパンフレット、リーフレットの印刷、プロモー
ションビデオ、ウェブサイト9）、ガイドアプリの作成がそれにあたる。これらの媒体は、
全て日本語の他、英語、中国語（繁体字、簡体字）、韓国語、タイ語、スペイン語といっ
た言語に対応している。これらの媒体の作成・整備のほか、平成29年 1月には「北総四都
市江戸紀行シンポジウム」を国立歴史民俗博物館で行った。このシンポジウムでは、四都
市の町づくりに携わる団体からパネラーによる報告、先に日本遺産に認定された「かかあ
天下―ぐんまの絹物語―」の構成自治体である桐生市よりゲストを招き、先行事例の報告
を実施した。さらに、国立歴史民俗博物館館長の久留島浩氏をコーディネーターに迎えた
トークセッションにより議論を深め、佐倉囃子保存会による佐倉囃子の演奏といったアト
ラクションが場を盛り上げた。
　二年目にあたる平成29年度は、昨年度に整備した媒体を活かしより積極的に情報発信を
進めることが主な取り組みとなっている。観光関係イベントへのブース出展やSNS等を活
用したPR広告、メディア招請などがそれである。この他、ボランティアガイド養成のた
めの事業や小中学校児童向けの教材作成などの事業を行うことを想定している。
　活用協議会では、このように「北総四都市江戸紀行」をPRし、地域の活性化につなげ
るための取り組みを行っているが、これに加え、佐倉市独自の取り組みを積極的に推進す
ることで、さらなる効果を期待している。
5 . 佐倉市の独自の取り組み
（1）近年の文化財活用の事例から
　次に、近年、佐倉市が取り組んでいる文化財の活用にかかわる事業について簡単に紹介
したい。
　 3棟の武家屋敷の一つである「旧但馬家住宅」では 5月 5日の子どもの日などに「甲冑
試着会」を実施している。この試着会は、ボランティアの協力を得ながら、実物に近い甲
冑のレプリカを着用し記念写真を撮ってもらうイベントとして以前より実施している。実
際に当時の武士たちが暮らした環境の中で、甲冑を着ることができるイベントで、近年で
は幅広い年齢、国籍の方が参加している。今後は、さらに回数を増やすとともに、着るこ
とができる甲冑も、武家屋敷の建築年代に近い時代（江戸時代後期）の史料である「御貸
具図式」などに基づいたものを復元・制作することで、質・量ともに改善していくことを
予定している。
　国の重要文化財・名勝に指定されている「旧堀田家住宅」「旧堀田正倫庭園」では、近
年新たなイベントを実施している。【写真 3】「庭と音楽と夕暮れ」と「さくら庭園ガーデ
ンヨガ」がそれである。「庭と音楽と夕暮れ」では、近郊在住のミュージシャンを招いて
の演奏と飲食ブースの出展を行い、夕暮れ時の「旧堀田正倫庭園」でくつろいでもらい音
楽と食を楽しむイベントとなっている。また「さくら庭園ガーデンヨガ」では、庭園の広
い芝生を会場に、近年人気が高まっている“ヨガ”を参加者に体験してもらうイベントと
なっている。両者はともに、「旧堀田正倫庭園」のロケーションの良さを活かしたもので、
これまで文化財になじみの薄かった層に対するアピールも兼ねている。
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　また、夏休みの児童向けに、佐倉の城下町エリアに点在する文化財を周遊してもらうた
めの取り組みとして、平成27年に「城下町佐倉宝探しゲーム」、平成28年度に「日本遺産
認定記念　佐倉なぞときにゃんさんぽ」を実施している。これは、城下町の歴史・文化に
関するクイズを解きながら文化財施設などをめぐるスタンプラリーで、コースのすべてを
回った参加者には缶バッジやクリアファイルなどの記念品を贈呈した。今後もより参加者
に楽しんでもらえるよう内容を見直しながら、実施していく予定である。
　さらに、国指定史跡の「井野長割遺跡」では、通常の遺跡見学会に加え、夏には石斧で
のきこり体験、冬には火おこし体験を実施している。縄文時代の集落跡である井野長割遺
跡という場で、縄文時代の人々の暮らしを体験してもらう事業であり、より身近に文化財
を感じてもらうことを狙いとしている。
　これらの普及啓発事業・イベントに加え、「佐倉フィルムコミッション」10）の一環として、
文化財施設でのドラマ・CM・映画などの撮影のロケ地としての受け入れも積極的に行っ
ている。条例で文化財施設の撮影使用料・施設使用料を設け、入館料以外にも財源を確保
している。近年では、ドラマ・CM・映画などの商用撮影の他に、アニメやゲームなどを
題材とした衣装（いわゆるコスプレ）の個人撮影のニーズも高まっており、新たな活用の
方向性も見出していくことが求められている。
（2）価値や魅力を見出す・生み出す
　以上が、佐倉市が行っている文化財の活用に関わる取り組みの主なものである。これら
の事業の狙いとしては、①文化財が持つそのものの価値や魅力をより深く知ってもらうこ
と、②文化財が持つそのものの価値や魅力に別の価値・魅力を付加することの 2つの方向
性がある。
　①に関わる事業としては、武家屋敷での甲冑試着会や井野長割遺跡での石斧・火おこし
体験が挙げられる。これらの事業では、当時の史料を参照し、当時用いられていたものに
近い技法・素材・意匠をもつものを使用するなど、当時の様相をより深く知ってもらうた
【写真 3】　 「庭と音楽と夕暮れ」 
（於　旧堀田家住宅・旧堀田正倫庭園）
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めに、歴史考証、リアリティをできるだけ追求することが必要となる。これらの考証にあ
たっては、専門的な知識とそれを形にする力が求められるだろう。
　②に関しては、旧堀田正倫庭園でのイベントや城下町エリアでのスタンプラリーといっ
た事業やロケ地としての活用がこれにあたる。一見すると関係がなさそうなものでも、文
化財がもつ価値・魅力を十分に認識したうえで、関連する要素を見出し結びつけ、新たな
価値を付与し・生み出していくことが求められる。これにあたっては、いわゆる“専門家”
の目線によらない方向からのアプローチや既存の枠にとらわれないアイデアを具体化し、
企画・調整する力が求められることとなる。
　この 2つの方向性には、文化財を通じて特別な・新たな「体験」をしてもらうという共
通項がある。文化財がもともと持っている価値と新たに生まれる価値を知ってもらい、文
化財、佐倉の歴史・文化の持つ魅力を再発見してもらうことにつなげていくこととなろう。
さらには、これらの文化財の活用が、地域の活性化へとつながるよう行政の側から道筋を
示していくことも求められている。
おわりに
（1）「日本遺産」のこれから
　文化庁による「日本遺産」の認定は、平成27年度より始まり、約二年が経過したが、残
念ながらまだまだ知名度が低く、高いブランドイメージが得られているとは言い難い状況
となっている。平成28年11月に各界の著名人を日本遺産大使に任命する11）などの動きはあ
るが、本格的なプロモーション活動は今後に期待される部分が大きい。
　また、県と四都市からなる活用協議会は、現在、日本遺産魅力発信推進事業として文化
庁からの補助金を大きな財源として各種事業を行っているが、これもまた“補助金頼みの
文化財”として批判の対象になりかねない現状にある。具体的な成果を上げながら、活用
協議会が財政的に自走できる体制を早い段階で整えていかなければならない。これには、
規模の大きい財源を確保し協議会として大きな事業を展開していくのか、あるいは、協議
会の規模は小さくとも各種関連する事業を地域に委ねていきながら展開していくのか、地
域の特性に合わせた展開の仕方が考えられる。
　また、「日本遺産」は点在する文化財を「ストーリー」という枠組みを通じてパッケー
ジ化し、その魅力を発信していくことに特色があるが、日本遺産における「ストーリー」
という捉え方・概念がわかりにくいという話もしばしば耳にする。「ストーリー」という
一つの捉え方で文化財をまとめる中で、ここから零れ落ちてしまった文化財の特色も考え
られる面もあることが関係しているかもしれず、この点には注意を要する。しかし、日本
遺産の新たな文化財の捉え方は、これまでに見えにくかった文化財や地域の相互関係を再
発見できるというメリットもある。こうした長所・短所を十分に認識した上で、今後の事
業を推進していかなければならないだろう。
（2）「保存」と「活用」の両立のために
　以上、新たな文化財の取り組みとして注目される「日本遺産」と佐倉、成田、佐原、銚
子を含む「北総四都市江戸紀行」と佐倉市の文化財行政から、文化財の「保存」と「活用」
についての事例を紹介してきた。現状では、文化財が持つ価値や魅力を損なうことなく、
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しかし新たなものを創造していく力が文化財行政を担う側には求められていると考える。
それぞれの地域の特色・事情に合わせた、様々な方策を練っていく必要があるだろう。お
そらく、文化財の活用はなかなか短期的に成果があがりにくい面もあり、先を急いだ方策
も継続性に疑問符がつく。しかしながら、短期的にも成果を上げ続けることが求められ、
これらのバランスを見極めていかなければならない現状にある。
　一見すると、文化財の「保存」と「活用」は、相反するものと捉えられてしまう。莫大
なコストをかけながら、ただ文化財を「保存」しているだけでは、なぜそうしているのか、
その目的が見えなくなってしまう。これを有意義なものへと昇華させるのが、文化財の「活
用」である。しかしこれは、「保存」を前提としたものであり、文化財の価値や魅力を損
なうものであってはならない。つまり文化財の「保存」と「活用」は、車の両輪のように
両者がバランスを取りながら回り続け、前へ進むことが必要とされている。こうした現状
を十分に理解し、方策を具体化することで、文化財の有意義なかたちでの継承が実現でき
ると考える。
注
1）文部科学省「観光立国の実現のための文化資源の活用方策」2010年 3月
　（https://www.mlit.go.jp/common/000116084.pdf）
2）デービット・アトキンソン［2016］を参照。
3）昭和60年までに指定されたのは、平成29年 3月現在で千葉県指定文化財17件のうち15件、佐倉市指
定文化財67件のうち55件におよんでいる。
4）この時の保存整備工事の内容については、佐倉市教育委員会編［2002］を参照。
5）前掲注（2）
6）前掲注（2）
7）千葉県（佐倉市、成田市、香取市、銚子市）「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み―
佐倉・成田・佐原・銚子：百万都市江戸を支えた江戸近郊の四つの代表的町並み群」（http://www.bun-
ka.go.jp/seisaku/bunkazai/nihon_isan/pdf/nihon_isan23.pdf）を参照。
8）詳しくは、渡辺善右衛門「古今佐倉真佐子」を参照。この資料は、佐倉市指定文化財であり、翻刻
版の佐倉市編『佐倉市史料叢書　古今佐倉真佐子』2017年によるものである。
9）「北総四都市江戸紀行公式ホームページ」https://hokuso-4cities.com/
10）ロケなどの実績は、「佐倉フィルムコミッション」ホームページ
　http://www.city.sakura.lg.jp/sakura/sfc/を参照。
11）詳細については文化庁ホームページ「日本遺産大使の就任について」
　https://japan-heritage.bunka.go.jp/ja/news/article5.htmlを参照。
※〈注〉に挙げた各ホームページは、平成29年 6月30日現在のものである。
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